
２ 研究の実際 ＞ (２) 活動プログラムの実際

カ 検証結果＜高等学校＞

【検証の視点Ⅰ－Ａ：関心】

○「思った」「少し思った」と回答した生徒の割合は、１回目が89.7％、２回目が89.5％、３回目が91.9

％でした。その理由として、「今まであまり話したことがなかったけれど、一緒に活動してみたら意外

と楽しかったから」という記述が多く見られました。一方、「あまり思わなかった」「思わなかった」

と回答した生徒の割合は、１回目が10.3％、２回目が10.5％、３回目が8.1％でしたが、その理由とし

て、「すでに十分知っていた相手だったので、これ以上知りたいとは思わなかったから」という記述が

見られました。これらのことから、ほとんどの生徒はペアやグループでの活動を通して、学級の友達

に対する関心を高めることができたと考えられます。

【検証の視点Ⅰ－Ｂ：親近感】

図１ 生徒の友達に対する関心の変化

図２ 生徒の友達に対する親近感の変化
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【親近感】
今日一緒に活動した相手との距離が、

活動前よりも縮まったと思いましたか？

思った 少し思った あまり思わなかった 思わなかった
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【関心】
今日一緒に活動した相手のことを、

もっと知りたいと思いましたか？

思った 少し思った あまり思わなかった 思わなかった
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○「思った」「少し思った」と回答した生徒の割合は、１回目が94.9％、２回目が97.4％、３回目が91.9

％でした。その理由として、「一緒に活動して、相手の気持ちが分かったから」「気軽に話しかけられ

るようになったから」という記述が多く見られました。一方、「あまり思わなかった」「思わなかった」

と回答した生徒の割合は、１回目が5.1％、２回目が2.6％、３回目が8.1％でしたが、その理由として、

「もともと仲が良かったから」という記述が見られました。これらのことから、ほとんどの生徒はペ

アやグループでの活動を通して、学級の友達に対する関心を高めることができたと考えられます。

【検証の視点Ⅰ－Ｃ：仲間意識】

○「思った」「少し思った」と回答した生徒の割合は、１回目が84.6％、２回目と３回目が94.6％でした。

その理由として、「もっと話したいから」「もっと仲を深めたいと思ったから」という記述が多く見ら

れました。一方、「あまり思わなかった」「思わなかった」と回答した生徒の割合は、１回目が15.4％、

２回目と３回目が5.4％でしたが、その理由として、「他の人とも活動してみたいから」という記述が

見られました。これらのことから、ほとんどの生徒はペアやグループでの活動を通して、学級の友達

に対する仲間意識を高めることができたと考えられます。

【検証の視点Ⅱ－Ａ：学級の雰囲気】 オ 検証内容と検証方法 について

図３ 生徒の友達に対する仲間意識の変化

図４ 生徒の学級の雰囲気に対する意識と行動の変化
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【仲間意識】
今日一緒に活動した相手と、また一緒に

活動したいと思いましたか？

思った 少し思った あまり思わなかった 思わなかった
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↑こちらをクリックすると、検証の視点を見ることが

できます。

http://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/h28/05_kyouikusoudan/documents/12_kenshou_shiten.pdf#page=2


ピア・メディエーション 検証結果＜高等学校＞－3 佐賀県教育センター

平成28年度 小・中・高等学校教育相談

○活動プログラムにおける授業実践の前後で、数値が0.1ポイント上がりました。また、生徒のワークシ

ート等には、学級の雰囲気について「授業を受けて、学級の皆が同じようなことに気付いているので、

皆が意識すればトラブルは起こらないと思う」「皆が同じことを考えていたので、これからこの学級で

気持ちよく過ごせると思う」という記述が多く見られました。これらのことから、ほとんどの生徒は、

ペアやグループでの活動を通して、今後、学級の雰囲気が良くなっていくと感じていると考えること

ができます。

【検証の視点Ⅱ－Ｂ：友達との関係】 オ 検証内容と検証方法 について

○活動プログラムにおける授業実践の前後で、数値が0.3ポイント上がりました。また、生徒のワークシ

ート等には、友達との関係について「授業で実際にロールプレイングをやってみて、友達に自分から

声を掛けようと思った」「学習を通して、学級の友達に目配りや気配りができるようになった」という

記述が多く見られました。これらのことから、ほとんどの生徒は、ペアやグループでの活動を通して、

今後、友達との関係が良くなっていくと感じていると考えることができます。

図５ 生徒の友達との関係に対する意識と行動の変化
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↑こちらをクリックすると、検証の視点を見ることが

できます。

http://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/h28/05_kyouikusoudan/documents/12_kenshou_shiten.pdf#page=2

